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なぜ、祖先は辺境の地・矢部に棚田を築
いたのか？
矢部の棚田からは矢部の人々の生きてい
く術、力強さが見えてくる。
無くなりつつある矢部の棚田の調査を行
ってきた著者による集大成。

【内容紹介】
福岡県の矢部村に現存する棚田についての歴
史を記す。そこには、江戸時代以前に築かれた
棚田が、脈 と々受け継がれている。
しかし、山々に囲まれた矢部村では高齢化が進
み、貴重な棚田が無くなりつつある。本書では、
矢部村の棚田の歴史、過去・現在の在り方を紹
介。また、貴重な写真もカラーで紹介。


